
■管渠（1/15）

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 施設番号 ⾃動⼊⼒
・⾃動 図郭単位に⾃動で取得します。

3 施設名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

4 市町村名 共通.xml リストより選択
宇治市 1
京都市 京都

5 設置場所 リストより選択
池尾 複数の地番にまたがるものについては、多い町名を採⽤します。
伊勢⽥町
宇治
⼤久保町
⼩倉町
折居台
⽊幡
五ケ庄
志津川
⽩川
神明
炭⼭
莵道
南陵町
⻄笠取
⼆尾
東笠取
開町
広野町
琵琶台
槇島町
明星町
安⽥町
六地蔵
⽻⼾⼭
⽻拍⼦町
天神台
平尾台
寺⼭台

6 下⽔道区分 下⽔道.xml リストより選択
公共下⽔道 全て → 公共下⽔道
公共関連特定環境保全公共下⽔道
特定公共下⽔道
流域下⽔道
都市下⽔路
農業集落排⽔
漁業集落排⽔
林業集落排⽔
管理依頼
⺠間

7 排除区分 下⽔道.xml リストより選択
分流式汚⽔ 全て → 分流式汚⽔
分流式⾬⽔
合流式

■処理区関連【管渠】 備　　　考
凡例

入力対象項目

該当する場合、入力対象項目

入力対象外



■管渠（2/15）

8 使⽤状態 下⽔道.xml リストより選択
供⽤施設
残置物件
撤去施設
排⽔設備
計画施設
未供⽤施設 未供

9 流域区分 下⽔道.xml リストより選択
⽊津川流域 1
－ －

10 処理区 下⽔道.xml リストより選択
洛南処理区 list ⽊津川流域 → 洛南処理区
東宇治処理区 ー → 東宇治処理区

11 処理分区 下⽔道.xml リストより選択
伊勢⽥処理分区 list 1 洛南処理区 → 伊勢⽥処理分区
⼤久保処理分区 2 → ⼤久保処理分区
⼩倉処理分区 3 → ⼩倉処理分区
砂⽥処理分区 4 → 砂⽥処理分区
開処理分区 5 → 開処理分区
槇島処理分区 6 → 槇島処理分区
向島処理分区 7 → 向島処理分区
東宇治処理区 8 東宇治処理区 → 東宇治処理区
区域外 9

12 幹枝区分 下⽔道.xml リストより選択
幹線 list
枝線
その他

13 幹線名 下⽔道.xml リストより選択
伊勢⽥汚⽔幹線 list 枝線の場合は下流の幹線名
⼤久保汚⽔幹線 伊勢⽥処理分区 → 伊勢⽥汚⽔幹線
⼩倉汚⽔幹線 ⼤久保処理分区 → ⼤久保汚⽔幹線
砂⽥汚⽔幹線 ⼩倉処理分区 → ⼩倉汚⽔幹線
開汚⽔幹線 砂⽥処理分区 → 砂⽥汚⽔幹線
槇島汚⽔幹線 開処理分区 → 開汚⽔幹線
向島汚⽔幹線 槇島処理分区 → 槇島汚⽔幹線
東宇治1号汚⽔幹線 向島処理分区 → 向島汚⽔幹線
東宇治2号汚⽔幹線 東宇治処理区 → 東宇治1号汚⽔幹線
東宇治3号汚⽔幹線 → 東宇治2号汚⽔幹線
東宇治4号汚⽔幹線 → 東宇治3号汚⽔幹線
東宇治5号汚⽔幹線 → 東宇治4号汚⽔幹線
区域外京都市 → 東宇治5号汚⽔幹線
未供⽤ 区域外 → 区域外●●市

共通 → 未供⽤
14 管渠端末 下⽔道.xml リストより選択

No.19 19 管渠の終点（流域の接続点）
No.20 20 伊勢⽥処理分区 → No.29
No.29 29 ⼤久保処理分区 → No.20
No.30 30 ⼩倉処理分区 → No.31
No.31 31 砂⽥処理分区 → No.30
No.32 32 開処理分区 → No.19
No.33 33 槇島処理分区 → No.32
東宇治浄化センター 東セ 向島処理分区 → No.33
区域外 外 東宇治処理区 → 東宇治浄化センター

区域外 → 区域外
15 路線番号 ⼊⼒対象外

・⼊⼒

■処理区関連【管渠】 備　　　考



■管渠（3/15）

1 施設管理者 下⽔道.xml リストより選択
宇治市上下⽔道部 下
京都市
その他

2 事業区分 下⽔道.xml リストより選択
補助 補 移設・補修 → 単独
単独 単 16・24条⼯事 → 受贈（⺠）
受贈(官) 贈⺠ 資料無し → 不明
受贈(⺠) 贈官
その他 他
不明 不

3 ⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

4 ⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

5 整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

7 着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

8 着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の4/1

9 竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の3/31

10 引継年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

11 引継⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

12 供⽤年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

13 供⽤開始⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

■⼯事関連【管渠】 備　　　考



■管渠（4/15）

14 ⼯法 下⽔道.xml リストより選択
1 開削⼯法 開
2 推進⼯法 推
3 ⼩⼝径推進⼯法 ⼩
4 ミニシールド⼯法 ミ
5 シールド⼯法 シ
6 EPR-LS⼯法 EPR-LS
7 EX⼯法 EX
8 FFT-S⼯法 FFT-S
9 SDﾗｲﾅｰ⼯法 SDラ

10 SGICP⼯法 SGICP
11 SPR⼯法 SPR
12 ｲﾝｼﾁｭﾎｰﾑ⼯法 インシ
13 ｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ⼯法 インパ
14 ｵﾒｶﾞﾗｲﾅｰ⼯法 オメガ
15 ｵｰﾙﾗｲﾅｰZ⼯法 オラZ
16 ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰ⼯法 サイド
17 ｼｰﾑﾚｽｼｽﾃﾑ⼯法 シーム
18 ﾊﾟﾙﾃﾑSZ⼯法 パSZ
19 ｽﾙｰﾘﾝｸﾞ⼯法 スルリ
20 ｱﾙﾌｧﾗｲﾅｰ⼯法 アルファ
21 ｱﾙﾌｧﾗｲﾅｰH⼯法 アルファH
22 ｽﾄﾘﾝｸﾞ⼯法 ストリ
23 製管⼯法(⼯法不明) 製管
24 反転⼯法(⼯法不明) 反転
25 形成⼯法(⼯法不明) 形成
26 更⽣⼯法(⼯法不明) 更⽣
27 その他 他
28 不明 不

1 管機能 下⽔道.xml リストより選択
通常管 arrayset 基本的には通常管渠とする
圧送管 圧送管 → 圧送管
送泥管
放流渠
遮集管
⽔管橋
伏越管
階段渠
サービス管
仮取⼊管
流⼊先不明管
流出先不明管
その他

2 流下⽅法 下⽔道.xml リストより選択
⾃然流下 基本的には⾃然流下とする
圧⼒流下 圧送管 → 圧⼒流下
伏越流下
真空流下
その他

■構造関連【管渠】 備　　　考

■⼯事関連【管渠】 備　　　考



■管渠（5/15）

3 管断⾯ 下⽔道.xml リストより選択
円形管 円
矩形管 矩
⾺蹄形 ⾺
卵形管 卵
背割管（円形） 背円
背割管（矩形） 背矩
背割管（閉渠） 背閉
台形渠 台
半円管 半
複断⾯（円形） 複
開渠（矩形） 開矩
開渠（台形） 開台
開渠（複断⾯） 開複
U型⽔路 U
U型⽔路（蓋付） U蓋
L型⽔路 L
2連管（円形） 2円
2連管（矩形） 2矩
その他 他

4 管材質 下⽔道.xml リストより選択
鉄筋コンクリート管 HP 鉄筋コンクリート管 → HP
硬質塩化ビニル管VU VU 硬質塩化ビニル管VU → VU
硬質塩化ビニル管VP VP 硬質塩化ビニル管VP → VP
リブ付き硬質塩化ビニル管 PRP リブ付き硬質塩化ビニル管 → PRP
耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP 耐衝撃性硬質塩化ビニル管 → HIVP
強化プラスチック複合管 FRP 強化プラスチック複合管 → FRP
ポリエチレン管 PP ポリエチレン管 → PP
ダクタイル鋳鉄管 DCIP ダクタイル鋳鉄管 → DCIP
鋼管 SP 鋼管 → SP
ステンレス管 SUS ステンレス管 → SUS
⼩⼝径推進⽤鉄筋コンクリート管 HA6 ⼩⼝径推進⽤鉄筋コンクリート管 → HA6
推進⽤鉄筋コンクリート管 HA2 推進⽤鉄筋コンクリート管 → HA2
推進⽤硬質塩化ビニル管 VK6 推進⽤硬質塩化ビニル管 → VK6
鋼製セグメント SS 鋼製セグメント → SS
コンクリートセグメント RCS コンクリートセグメント → RCS
ミニシールド⽤セグメント MS ミニシールド⽤セグメント → MS
鉄筋コンクリート管_⾃⽴更⽣ コ⾃HP 鉄筋コンクリート管_⾃⽴更⽣ → コ⾃HP
鉄筋コンクリート管_複合更⽣ コ複HP 鉄筋コンクリート管_複合更⽣ → コ複HP
鉄筋コンクリート管_修繕 シHP 鉄筋コンクリート管_修繕 → シHP
⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_⾃⽴更⽣コ⾃HA6 ⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_⾃⽴更⽣ → コ⾃HA6
⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_複合更⽣コ複HA6 ⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_複合更⽣ → コ複HA6
⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_修繕 シHA6 ⼩⼝径推進⽤鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管_修繕 → シHA6
推進⽤鉄筋コンクリート管_⾃⽴更⽣ コ⾃HA2 推進⽤鉄筋コンクリート管_⾃⽴更⽣ → コ⾃HA2
推進⽤鉄筋コンクリート管_複合更⽣ コ複HA2 推進⽤鉄筋コンクリート管_複合更⽣ → コ複HA2
推進⽤鉄筋コンクリート管_修繕 シHA2 推進⽤鉄筋コンクリート管_修繕 → シHA2
硬質塩化ビニル管VU_⾃⽴更⽣ コ⾃VU 硬質塩化ビニル管VU_⾃⽴更⽣ → コ⾃VU
硬質塩化ビニル管VU_複合更⽣ コ複VU 硬質塩化ビニル管VU_複合更⽣ → コ複VU
硬質塩化ビニル管VU_修繕 シVU 硬質塩化ビニル管VU_修繕 → シVU
不明 不明 不明 → 不明

資料無し・記述なし → 不明

■構造関連【管渠】 備　　　考



■管渠（6/15）

5 呼び径 下⽔道.xml リストより選択
75 list
80
100
150
200
300(200)
350(200)
400(200)
450(200)
500(200)
600(200)
250
350(250)
400(250)
450(250)
500(250)
550(250)
600(250)
800(250)
1000(250)
300
400(300)
600(300)
350
500(350)
600(350)
400
550(400)
450
600(450)
900(450)
500
600
800(600)
700
800
1000(800)
900
1000
1100
1200
1350

6 内径上幅 ⾃動計算
・⼊⼒ 資料無し・記述なし → ブランク
・円形
　内径×　　　　
・矩形
　幅×⾼さ　　　　
・台形
　上底/下底×⾼さ　　　　

■構造関連【管渠】 備　　　考



■管渠（7/15）

7 外径上幅 ⾃動計算
・⼊⼒ 開削推進VU・VP50 → 60
・円形 開削推進VU・VP75 → 89
　外径×　　　　 開削推進VU・VP100 → 114
・矩形 開削推進VU・VP150 → 165
　幅×⾼さ　　　　 開削推進VU・VP200 → 216
・台形 開削推進VU・VP250 → 267
　上底/下底×⾼さ　　　　 開削推進VU・VP300 → 318

開削推進VU・VP400 → 420
開削推進VU・VP600 → 630
開削HP150 → 202
開削HP200 → 254
開削HP250 → 306
開削HP300 → 360
開削HP350 → 414
開削HP400 → 470
開削HP450 → 526
開削HP500 → 584
開削HP600 → 700
開削HP900 → 1050
推進HP250 → 360
推進HP300 → 414
推進HP350 → 470
推進HP400 → 526
推進HP700 → 880
推進HP800 → 960
推進HP900 → 1080
推進HP1000 → 1200
推進HP1200 → 1430
推進レジンRS250 → 310
推進レジンRS300 → 360
推進レジンRS350 → 414
推進レジンRS400 → 470
推進レジンRS700 → 880
推進レジンRM340 → 414
推進レジンRM390 → 470
推進レジンRM540 → 640
鋼管150 → 165
鋼管200 → 216
鋼管300 → 319
鋼管350 → 356
鋼管400 → 406
鋼管450 → 457
鋼管500 → 508
鋼管600 → 610
鋼管800 → 813
ミニーシールド900 → 1040
ミニーシールド1000 → 1140
シールド1350 → 2000
リブ管200 → 206
リブ管250 → 256
ポリ管50 → 63
ポリ管75 → 90
ポリ管100 → 125
ポリ管150 → 180
ポリ管200 → 250
ダクタイル鋳鉄管75 → 93
ダクタイル鋳鉄管200 → 220

■構造関連【管渠】 備　　　考



■管渠（8/15）

8 頂部管厚 ⾃動計算
・⼊⼒ 資料無し → ブランク
　例）8mm

9 勾　　配 ⾃動計算
・⼊⼒ 管材延⻑ベースの勾配を⼊⼒
　例）2‰

10 区間距離 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）42m

11 管体延⻑ システムによる⾃動計算
・⾃動
　例）41.1m

12 上流管底⾼ 直接⼊⼒
・⼊⼒ 資料無し・記述なし → ブランク
　例）1.79m

13 下流管底⾼ 直接⼊⼒
・⼊⼒ 資料無し・記述なし → ブランク
　例）1.79m

14 上流⼟被り システムによる⾃動計算
・⾃動 地盤⾼・管底⾼から⾃動計算
　例）1.178m

15 下流⼟被り システムによる⾃動計算
・⾃動 地盤⾼・管底⾼から⾃動計算
　例）1.178m

1 基礎種別 下⽔道.xml リストより選択
基礎無し 無 竣⼯図に記載なしは以下のとおりとする
砂基礎 砂 推進⼯法 → 基礎無し
コンクリート基礎 コ 開削⼯法・VU → 砂基礎
鉄筋コンクリート基礎 鉄 開削⼯法・HP → 不明
砕⽯基礎 砕 記述なし・不明 → 不明
梯⼦胴⽊基礎 梯
枕⼟台基礎 枕
杭基礎 杭
⿃居基礎 ⿃
改良⼟基礎 改
その他 他
不明 不

2 保護種別 下⽔道.xml リストより選択
保護なし arrayset 記述無し → 保護無し
キャブ内設置 鞘管 → 鞘管内設置
鞘管内設置
隧道内設置
⾬⽔管内設置
他企業の管内設置
その他

3 副管種別 下⽔道.xml リストより選択
無し 無 記述無し（H=60cm以下） → 無し
有り 有 記述無し（H=60cm以上） → 不明
不明 不

4 副管管径 リストより選択
・⼊⼒ 150
　例）150mm 200

上記以外 → 直接⼊⼒
資料なし → ブランク

■構造関連【管渠】 備　　　考

■構造関連2【管渠】 備　　　考



■管渠（9/15）

5 副管⾼さ ⾃動計算
・⼊⼒ 資料あり → ⼊⼒
　例）0.70m 副管⾼さは「上流管底⾼」-「下流管底⾼」で計算します。

6 浸透有無 下⽔道.xml リストより選択
無し 無 全て → 無し
有り 有

7 他企業管 下⽔道.xml リストより選択
無し 無 記述無し → 無し
光ファイバー 光
電⼒ 電
その他 他

1 占⽤地管理者 下⽔道.xml リストより選択
国道 国 複数の場合、優先度の⾼い⽅または量の多い⽅を選択
府道 府
幹線市道 幹市
⼀般市道 ⼀市
市道(認定外) 市外
市道(協議中) 市認
私道 私
官地 官
⺠地 ⺠
河川 河
鉄道 鉄
⾥道
⽔路
その他 他

2 占⽤名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

3 歩⾞道区分 下⽔道.xml リストより選択
⾞道 ⾞
歩道 歩

4 占⽤許可番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 占⽤許可⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

6 占⽤期限⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

7 舗装種別 下⽔道.xml リストより選択
アスファルト ア
コンクリート コ
ブロックタイル ブ
未舗装 未
その他 他

1 重要度区分 下⽔道.xml リストより選択
その他の施設 1
重要な施設 2

2 腐⾷環境下 下⽔道.xml リストより選択
腐⾷環境下 腐
該当無し 無

3 幹線・直結 下⽔道.xml リストより選択
幹線管路 幹
ポンプ場・処理場に直結 直
該当無し 無

4 避難所 下⽔道.xml リストより選択
各種避難所 避難
該当無し 無

■構造関連2【管渠】 備　　　考

備　　　考■占⽤関連【管渠】

■重要度【管渠】 備　　　考



■管渠（10/15）

5 防災・医療 下⽔道.xml リストより選択
防災拠点(宇治市役所) 防宇
防災拠点(⼭城総合運動公園) 防⼭
防災拠点(⻄宇治公園) 防⻄
防災拠点(⻩檗公園) 防⻩
防災拠点(うじ安⼼館) 防う
防災拠点(東消防署) 防東
防災拠点(宇治警察署) 防警
防災拠点(⼭城広域振興局) 防広
防災拠点(⽔道庁舎) 防⽔
防災拠点(クリーンパーク折居) 防ク
防災拠点(⻄消防署) 防消
防災・医療拠点 防医
医療拠点(宇治徳洲会病院) 医徳
医療拠点(六地蔵総合病院) 医六
医療拠点(宇治武⽥病院) 医武
該当無し 無

6 緊急輸送路 下⽔道.xml リストより選択
緊急輸送路(京都宇治線) 緊京
緊急輸送路(宇治淀線) 緊淀
緊急輸送路(城陽宇治線) 緊城
緊急輸送路(宇治橋若森線) 緊若
緊急輸送路(⻩檗停⾞場線) 緊⻩
緊急輸送路(⼭城総合運動公園城陽線 緊⼭
緊急輸送路(京滋バイパス) 緊滋
緊急輸送路(国道24号) 緊2
緊急輸送路(宇治⽩川線) 緊⽩
緊急輸送路(宇治市外環状線) 緊環
緊急輸送路 緊急
該当無し 無

7 河川横断 下⽔道.xml リストより選択
河川横断(⼀級河川) 河1
河川横断(普通河川) 河普
河川横断(準⽤河川) 河準
河川横断(砂防指定) 河砂
河川横断 河川
該当無し 無

8 鉄道横断 下⽔道.xml リストより選択
鉄道横断(JR⻄⽇本) 鉄⻄
鉄道横断(京阪) 鉄京
鉄道横断(近鉄) 鉄近
鉄道位置 鉄道
該当無し 無

9 その他重要 下⽔道.xml リストより選択
システム上重要 シ
伏越し関連 伏
圧送関連 圧
該当無し 無

1 耐震番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

2 耐震区分 下⽔道.xml リストより選択
レベル1(その他の施設) 1 枝線 → レベル1（その他の施設）
レベル2(重要な施設) 2 幹線 → レベル2（重要な施設）
対象外 外
その他 他

3 耐震結果 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
レベル1[OK] 1K
レベル1・2[OK] 21K
レベル1[OK]・2[NG] 1K2N
レベル1[NG] 1N
レベル1・2[NG] 12N
未診断 未

■重要度【管渠】 備　　　考

■耐震情報【管渠】 備　　　考



■管渠（11/15）

4 耐震対策⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー

5 耐震総合評価 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
list

6 耐震指針 下⽔道.xml リストより選択
1997年度版(H9) 1997 1
2006年度版(H18) 2006
2014年度版(H26) 2014

7 耐震結果仮 下⽔道.xml ⼊⼒対象外 課内での耐震結果再整理⽤
リスト︓【管渠】耐震結果参照 2

8 耐震区分③ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
3

9 耐震区分④ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
4

10 耐震区分⑤ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
5

11 耐震予定年度 ⼊⼒対象外
令和１９年度
・・・
平成２３年度
不明

1 修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

2 修繕⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

3 修繕整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

5 修繕施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

6 管修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
部分補修 部分
⽀障物撤去 ⽀撤
部分布設替え 布設
その他 他
不明 不

7 管調査 下⽔道.xml リストより選択
調査年度不明 年不調 1
1989調査 1989調
・・・
2025調査 2025調

8 管修繕 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
修繕年度不明 年不補 2
2011修繕 2011補
・・・
2020修繕 2020補

■維持関連【管渠】 備　　　考

■耐震情報【管渠】 備　　　考



■管渠（12/15）

9 管診断 下⽔道.xml リストより選択
緊急度Ⅰ 1 3
緊急度Ⅱ 2
緊急度Ⅲ 3
劣化なし 劣無
判定不可 不

10 管申請 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
20XX申請 20XX申 4
申請対象外 申外

11 管優先度 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
洛-01 洛01 5
洛-02 洛02
洛-03 洛03
洛-04 洛04
洛-05 洛05
洛-06 洛06
洛-07 洛07
洛-08 洛08
洛-09 洛09
洛-10 洛10
洛-11 洛11
洛-12 洛12
洛-13 洛13
洛-14 洛14
洛-15 洛15
洛-16 洛16
洛-17 洛17
洛-18 洛18
洛-19 洛19
洛-20 洛20
洛-21 洛21
洛-22 洛22
洛-23 洛23
洛-24 洛24
洛-25 洛25
洛-26 洛26
洛-27 洛27
洛-28 洛28
洛-29 洛29
洛-30 洛30
東-01 東01
東-02 東02
東-03 東03
東-04 東04
東-05 東05
東-06 東06
東-07 東07
東-08 東08
東-09 東09
東-10 東10
東-11 東11
東-12 東12
東-13 東13
東-14 東14
東-15 東15
東-16 東16
東-17 東17
東-18 東18

■維持関連【管渠】 備　　　考



■管渠（13/15）

12 管⼝調査 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
管⼝異常 管⼝ 6

1 カメラ調査が必要 調要
2 ⼟砂除去が必要 ⼟要
3 未調査

調査済
修繕済

13 調査予定年度 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
令和１９年度
・・・
平成２３年度
不明

記載項⽬以外は別紙（下⽔道⻑寿命化機能.pdf）参照
1 調査予定⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）

・カレンダー
2 調査実施⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）

・カレンダー
3 調査予定種別 リストより選択

潜⾏⽬視
ＴＶカメラ
測量

緊急度 リストより選択
4 Ⅰ:速やかに改築が必要

Ⅱ:簡易対応により５年未満まで改築延⻑可
Ⅲ:簡易対応により５年以上の改築延⻑可
Ⅳ:異常無し

緊急度判定年 リストより選択
5 令和５年度

・・・
昭和３５年度
不明

1 既設事業区分 下⽔道.xml リストより選択
補助 補 移設・補修 → 単独
単独 単 16・24条⼯事 → 受贈（⺠）
受贈(官) 贈⺠ 資料無し → 不明
受贈(⺠) 贈官
その他 他
不明 不

2 既設⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

3 既設⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 既設整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 既設施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 既設着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

7 既設着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

8 既設竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

■⻑寿命化【管渠】 備　　　考

■維持関連【管渠】 備　　　考

■既設関連【管渠】 備　　　考



■管渠（14/15）

9 既設⼯法 リストより選択
開削⼯法
推進⼯法
⼩⼝径推進⼯法
ミニシールド⼯法
シールド⼯法
その他
不明

1 撤去事業区分 リストより選択
補助 補
単独 単
受贈(官) 贈⺠
受贈(⺠) 贈官
その他 他
不明 不

2 撤去年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
　　　・・・
昭和２５年度
不明

3 撤去⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」
　例）撤去第1号

4 撤去整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）2005-001

5 撤去業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）○△□建設 資料無し → 「－」

6 撤去⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の3/31

1 上流施設ID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 下流施設ID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

3 流出管渠ID ⼊⼒対象外
・不要

4 保護施設ID ⼊⼒対象外
・不要

5 上流施設番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

6 下流施設番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

■既設関連【管渠】 備　　　考

■ネットワーク情報【管渠】 備　　　考

■撤去【管渠】 備　　　考



■管渠（15/15）

1 起点フラグ 下⽔道.xml リストより選択
通過 list
起点
その他

2 腹付フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
無し list
有り

3 注記フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
管渠に沿って表⽰ list
引出し表⽰（タイプ１）
引出し表⽰（タイプ２）

4 図郭フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
図郭内 list
図郭跨り

5 集計フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
集計対象施設 list
集計除外施設

6 更新フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
未更新 list
新規
更新（図形）
更新（属性）
更新（全体）

7 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー

8 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

9 参考図書 ⾃動計算
・選択

10 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒

11 作業番号 整理番号より⼊⼒
・⼊⼒
　例）2005-001-01

12 資産台帳番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

13 既設資産番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

■その他【管渠】 備　　　考



■⼈孔（1/12）

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 施設番号 ⾃動⼊⼒
・⾃動 図郭単位に⾃動で取得します。

3 施設名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

4 市町村名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

5 設置場所 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 複数の地番にまたがるものについては、多い町名を採⽤します。

6 下⽔道区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

7 排除区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

8 使⽤状態 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

9 流域区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

10 処理区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

11 処理分区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

12 幹枝区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

13 幹線名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

14 管渠端末 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 下流管渠と同じ

15 路線番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

1 施設管理者 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

2 事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

3 ⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

4 ⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

7 着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

8 着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

9 竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

10 引継年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

11 引継⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

12 供⽤年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

13 供⽤開始⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

■処理区関連【⼈孔】 備　　　考

■⼯事関連【⼈孔】 備　　　考

凡例

入力対象項目

該当する場合、入力対象項目

入力対象外



■⼈孔（2/12）

14 ⼯法 下⽔道.xml リストより選択
1 仮設撤去 撤
2 仮設残置 残
3 ⾃⽴マンホール更⽣⼯法 ⾃
4 複合マンホール更⽣⼯法 複
5 その他 他
6 不明 不

1 接続形態 下⽔道.xml リストより選択
起点⼈孔 起 起点 → 起点⼈孔
中間⼈孔 中 流⼊1、流出1 → 中間⼈孔
会合⼈孔 会 流⼊2、流出1 → 会合⼈孔
振分⼈孔 振 流⼊0、流出2 → 会合⼈孔
会合振分⼈孔 会振 流⼊1、流出2 → 会合振分⼈孔
その他 他

2 ⼈孔機能 下⽔道.xml リストより選択
普通⼈孔 普 記載無し → 普通⼈孔
⽔密⼈孔 ⽔
階段⼈孔 階
複合⼈孔 複
仮設⼈孔 仮
堰室　⾬⽔吐室 堰⾬
堰室　流量調整⽤ 堰流
伏越室 伏
ゲート室 ゲ
吐き⼝　部屋無し 吐無
吐き⼝　部屋有り 吐有
取⼊⼝　部屋無し 取無
取⼊⼝　部屋有り 取有
マンホールポンプ ポ
休⽌⼈孔 休
その他 他
不明 不

3 ⼈孔型式 下⽔道.xml リストより選択
0号⼈孔 0号 内径75円形 → 0号⼈孔
1号⼈孔 1号 内径90円形 → 1号⼈孔
2号⼈孔 2号 内径120円形 → 2号⼈孔
3号⼈孔 3号 内径150円形 → 3号⼈孔
4号⼈孔 4号 内径180円形 → 4号⼈孔
特1号⼈孔（楕円） 特1号 内法90×60楕円 → 特1号⼈孔（楕円）
⼩⼝径塩ビ⼈孔 ⼩塩ビ 内径300円形 → ⼩⼝径塩ビ⼈孔
⼩⼝径コン⼈孔 ⼩コン 内径300円形 → ⼩⼝径レジン⼈孔
⼩⼝径レジン⼈孔 ⼩レジン 内径60円形 → Y号⼈孔
Y号⼈孔 Y号
特殊⼈孔（⾓形） 特⾓
特殊⼈孔（円形） 特円
特殊⼈孔（伏越上流） 特伏上
特殊⼈孔（伏越下流） 特伏下
矩形⼈孔 矩
その他 他

■構造関連【⼈孔】 備　　　考

■⼯事関連【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（3/12）

4 ⼈孔材質 下⽔道.xml リストより選択
組⽴コンクリート コ組 資料無し → 不明
現場打ちコンクリート コ現
塩ビ 塩ビ
レジンコンクリート レジ
FRP F

6 組⽴_⾃⽴更⽣ ⾃組
7 組⽴_複合更⽣ 複組
8 組⽴_塗布型ライニング 塗組
9 組⽴_シートライニング シ組

10 組⽴_耐硫酸モルタル防⾷ 硫組
11 現場打ち_⾃⽴更⽣ ⾃現
12 現場打ち_複合更⽣ 複現
13 現場打ち_塗布型ライニング 塗現
14 現場打ち_シートライニング シ現
15 現場打ち_耐硫酸モルタル防⾷ 硫現

その他 他
不明 不

5 ⼈孔深 ⾃動⼊⼒
・⾃動 地盤⾼、流出管底⾼から⾃動計算
　例）3.48m

6 地盤⾼ 直接⼊⼒
・⼊⼒ 資料無し → 直近の地盤⾼
　例）9.9m

7 内径短辺 ⾃動計算
・⼊⼒ 0号⼈孔 → 0.75
・円形 1号⼈孔 → 0.9
　内径×　　　　 2号⼈孔 → 1.2
・⾓形 3号⼈孔 → 1.5
　短辺×⻑辺　　　　 4号⼈孔 → 1.8

特1号⼈孔（楕円） → 0.6/0.9
⼩⼝径塩ビ⼈孔 → 0.3
⼩⼝径レジン⼈孔 → 0.3
Y号⼈孔 → 0.6
⼩⼝径コン⼈孔 → 0.35
⼩⼝径コン⼈孔 → 0.5
⼩⼝径コン⼈孔 → 0.8
1号汚⽔桝型⼈孔（組⽴） → 0.35
2号汚⽔桝型⼈孔（組⽴） → 0.5
3号汚⽔桝型⼈孔（組⽴） → 0.7

8 外径短辺 ⾃動計算
・⼊⼒ 材質不明 → ブランク
・円形 0号⼈孔 → 0.9
　外径×　　　　 1号⼈孔 → 1.05
・⾓形 2号⼈孔 → 1.4
　短辺×⻑辺　　　　 3号⼈孔 → 1.75

4号⼈孔 → 2.12
特1号⼈孔（楕円） → 0.75/1.05
⼩⼝径塩ビ⼈孔 → 0.32
⼩⼝径レジン⼈孔 → 0.33
Y号⼈孔 → 0.75
簡易⼈孔 → ブランク
⼩⼝径コン⼈孔350 → 0.43
⼩⼝径コン⼈孔500 → 0.58
⼩⼝径コン⼈孔500 → 0.7

9 上部⾼ ⼊⼒対象外
・⼊⼒ 竣⼯図
　例）9.9m

10 側壁⾼ ⼊⼒対象外
・⼊⼒ 竣⼯図
　例）9.9m

■構造関連【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（4/12）

11 ⼈孔製造会社 リストより選択
ｱﾄﾞﾎｰﾙ アド
ｱﾛﾝ化成 アロ
ｺﾈｸﾄﾎｰﾙ コネ
ﾊﾈｯｸｽ ハネ
⽇之出 ⽇出
ﾋﾞﾆﾎｰﾙ ビニ
前澤化成⼯業 前
ｾﾞﾆｽ⽻⽥ ゼニ
ﾕﾆﾎｰﾙ ユニ
ﾌﾟﾚﾎｰﾙ プレ
Nﾎｰﾙ N
ﾊﾞｲｺﾝ バイ
現場打ち 現
その他 他
不明 不

蓋機能 下⽔道.xml リストより選択
12 通常 通 基本的には通常とする。

圧⼒ 圧
⾶散防⽌ ⾶
投雪 投
その他 他
不明 不

13 蓋種別 下⽔道.xml リストより選択
鋳鉄製鉄蓋 鋳
鋳鉄製鉄蓋(平受け) 鋳1
鋳鉄製鉄蓋(緩勾配) 鋳2
鋳鉄製鉄蓋(急勾配) 鋳3
鋳鉄製鉄蓋(次世代型) 鋳4
親⼦蓋 親
⾶散防⽌鉄蓋 ⾶
鋳鉄製防護蓋 鋳防
塩ビ製蓋 塩
コンクリート製蓋 コ
FRP製蓋 F
スチール製蓋 ス
その他 他
不明 不

14 蓋⼝径 下⽔道.xml リストより選択
φ200⽤ list 組⽴⼈孔 → φ600
φ300⽤ ⼩⼝径塩ビ⼈孔φ200 → φ200⽤
φ400 ⼩⼝径塩ビ⼈孔φ300 → φ300⽤
φ500 ⼩⼝径コン⼈孔φ300 → φ300⽤
φ600
φ900
不明

15 蓋荷重 下⽔道.xml リストより選択
T25 25 資料無し → 不明
T25ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ 25N
T20 20
T14 14
T14ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ 14N
T8 8
T2 2
T0 0
その他 他
不明 不

■構造関連【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（5/12）

16 蓋製造会社 下⽔道.xml リストより選択
⽇之出 ⽇之出
⻑島 ⻑島
⽇豊⾦属 ⽇豊
平野 平野
フジ フジ
⽇本鋳鉄管 ⽇鋳
⾼村建材 ⾼村
北勢 北勢
スズキ鋳鉄 ス鋳
前澤化成⼯業 前澤
スズテック スズ
カネソウ カネ
荒⽊製作所 荒⽊
その他 他
無し 無
不明 不

17 蓋設置⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

18 蓋枚数 直接⼊⼒
・⼊⼒ 記載無し → 1枚
　例）1枚

1 転落防⽌ 下⽔道.xml リストより選択
無し 無
転落防⽌はしご は
その他 他

2 転落防⽌設置⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 竣⼯⽇

3 副管有無 リストより選択
無し 無 記述無し（H=60cm以下） → 無し
有り 有 記述無し（H=60cm以上） → 不明
不明 不

4 副管数 直接⼊⼒
・⼊⼒ 箇所

5 ｲﾝﾊﾞｰﾄ有無 下⽔道.xml リストより選択
無し 無
有り 有

6 浸透有無 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 全て → 無し

7 他企業管 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

8 座標（X/Y） 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）X=-28.719898

1 蓋修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

2 蓋⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 竣⼯図があり⼯事が特定可 → ⼊⼒する

特定できないもの → 「ー」
3 蓋整理番号 直接⼊⼒

・⼊⼒

4 蓋修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

備　　　考

■付帯【⼈孔】 備　　　考

■構造関連【⼈孔】 備　　　考

■維持関連（蓋）【⼈孔】



■⼈孔（6/12）

5 蓋施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

6 蓋修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
取替 取
⾼さ調整 ⾼
その他 他
不明 不

7 蓋タイプ 下⽔道.xml リストより選択
タイプ1 タ1
タイプ2 タ2
タイプ3 タ3
タイプ4 タ4
タイプ5 タ5
タイプ6 タ6
タイプ7 タ7
タイプ8 タ8
タイプ9 タ9
タイプ10 タ10
タイプ11 タ11
タイプ12 タ12
タイプ13 タ13
タイプ14 タ14
タイプ15 タ15
タイプ16 タ16
タイプ17 タ17
タイプ18 タ18
タイプ19 タ19
タイプ20 タ20
タイプ21 タ21
タイプ22 タ22
タイプ23 タ23

8 蓋調査 1 リストより選択
1 令和５年度

　　　・・・
平成１２年度

2 不明
9 蓋取替 2 直接⼊⼒（全⾓）

1 令和５年度
　　　・・・

2 平成１２年度
2 不明

10 蓋診断 3 リストより選択
1 緊急度Ⅰ 1
2 緊急度Ⅱ 2
3 緊急度Ⅲ 3
4 優先度1 4
5 優先度2 5
6 埋没 没
7 劣化なし 劣無

11 蓋申請 4 ⼊⼒対象外
1 20XX申請 20XX申

申請対象外
12 蓋優先度 5 ⼊⼒対象外

1
13 蓋調査予定 リストより選択

令和１９年度
　　　・・・
平成２３年度
不明

■維持関連（蓋）【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（7/12）

1 躯体修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

2 躯体⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「ー」

3 躯体整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 躯体修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

5 躯体施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

6 躯体修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
1 部分補修 部
2 ⼈孔⽌⽔ ⽌
3 ⾃⽴マンホール更⽣⼯法 ⾃⽴
4 複合マンホール更⽣⼯法 複合
5 塗布型ライニング⼯法 塗布
6 シートライニング⼯法 シト
7 耐硫酸モルタル防⾷⼯法 硫酸
8 ⼈孔更⽣(⼯法不明) ⼈
9 その他 他

10 不明 不
7 躯体調査 1 リストより選択

1 リスト︓蓋調査と同じ

8 躯体修繕 2 ⼊⼒対象外
1 修繕年度不明 年不補

2020修繕
2 20XX修繕 20XX補

9 躯体診断 3 リストより選択
1 緊急度Ⅰ 1
2 緊急度Ⅱ 2
3 緊急度Ⅲ 3
4 埋没 没
5 劣化なし 劣無

10 躯体申請 4 ⼊⼒対象外
1 リスト︓蓋申請と同じ

11 躯体優先度 5 ⼊⼒対象外
1
3

12 上流管⼝診断 6 ⼊⼒対象外
1 問題無し 無
2 軽微な問題有り 軽
3 重⼤な問題有り 重

13 下流管⼝診断 7 ⼊⼒対象外
上流管⼝診断と同じ 緊

14 上流流下状況 8 ⼊⼒対象外
1 問題無し 無
2 軽微な問題有り 軽
3 重⼤な問題有り 重

15 下流流下状況 9 ⼊⼒対象外
上流流下状況と同じ 閉

■維持関連（躯体）【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（8/12）

16 異臭等 10 ⼊⼒対象外
1 ⽔質_⾊度異常 ⽔質
2 有毒ガス ガス
3 異臭 異臭
4 不明⽔_過⼤な流量 不⽔

17 躯体調査予定 リストより選択
令和１９年度
　　　・・・
平成２３年度
不明

1 ⾜掛修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

2 ⾜掛⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「ー」

3 ⾜掛整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 ⾜掛修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

5 ⾜掛施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱

資料無し → 「－」
6 ⾜掛修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択

取替 取
その他 他
不明 不

7 ⾜掛調査 1 リストより選択
1 リスト︓蓋調査と同じ

8 ⾜掛修繕 2 ⼊⼒対象外
1 リスト︓蓋修繕と同じ

9 ⾜掛診断 3 リストより選択
1 リスト︓躯体診断と同じ

10 ⾜掛申請 4 ⼊⼒対象外
1 リスト︓蓋申請と同じ

11 ⾜掛優先度 5 ⼊⼒対象外
1 リスト︓蓋優先度と同じ

12 ⾜掛調査予定 ⼊⼒対象外
リスト︓蓋調査予定と同じ

1 調査予定⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

2 調査実施⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

■維持関連（⾜掛）【⼈孔】 備　　　考

■調査関連【⼈孔】 備　　　考

■維持関連（躯体）【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（9/12）

1 重要度区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

2 腐⾷環境下 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

3 幹線・直結 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

4 避難所 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

5 防災・医療 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

6 緊急輸送路 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

7 河川横断 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

8 鉄道横断 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

9 その他重要 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

10 起点施設名 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

1 耐震番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）19-1-1

2 耐震区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

3 耐震結果 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

4 耐震対策⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

5 浮上防⽌対策 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
1 必要無し 無
2 改良⼟埋戻し 改
3 砕⽯埋戻し 砕
4 ハットリング⼯法 ハ
5 完了(その他) 完
6 未了 未

6 耐震総合評価 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

7 耐震指針 下⽔道.xml リストより選択
リスト︓【管渠】参照

8 耐震区分② 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

9 耐震区分③ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

10 耐震区分④ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

11 耐震区分⑤ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

12 耐震予定年度 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

■耐震情報【⼈孔】 備　　　考

■重要度関連【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（10/12）

1 占⽤地管理者 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

2 占⽤名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

3 歩⾞道区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

4 占⽤許可番号 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）02-001

5 占⽤許可⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

6 占⽤期限⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

7 舗装種別 下⽔道.xml リストより選択
リスト︓【管渠】参照

1 既設事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

2 既設⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

3 既設⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 既設整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 既設施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 既設着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

7 既設着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の4/1

8 既設竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の3/31

9 既設⼯法 下⽔道.xml リストより選択
1 仮設撤去 撤
2 仮設残置 残
5 その他 他
6 不明 不

1 撤去事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

2 撤去年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

3 撤去⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

4 撤去整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 撤去業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）○△□建設 資料無し → 「－」

6 撤去⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の3/31

■撤去【⼈孔】 備　　　考

■既設関連【⼈孔】 備　　　考

■占⽤関連【⼈孔】 備　　　考



■⼈孔（11/12）

1 図郭フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

2 集計フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

3 更新フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

4 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー⼊⼒

5 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 参考図書 ⾃動計算
・選択

7 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒

8 作業番号 整理番号より⼊⼒
・⼊⼒

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動

2 施設番号 ⾃動⼊⼒
・⼊⼒

3 ⼈孔ID ⾃動⼊⼒
・⾃動

4 施設名称 直接⼊⼒
・⼊⼒ 資料無し → 「－」

5 ポンプ種別 リストより選択
⽔中汚⽔ポンプ
グライダポンプ
その他
不明

6 ポンプ形式 ⼊⼒対象外
ボルテックスタイプ リストより選択
吸込スクリュータイプ
ベルマウス付スクリュータイプ
フライホイール付スクリュータイプ
新型ノンクロッグタイプ
ノンクロッグタイプ
過流タイプ(通過粒径70％)
過流タイプ(通過粒径100％)
不明

7 ポンプ台数 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）2台

8 出⼒ ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）5.5kW

9 ⼝径 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）80mm

10 全揚程 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）13.2m

11 吐出量 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）1.14m3/min

12 定格電流 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）3.0A

■その他【⼈孔】 備　　　考

■ポンプ_共通【中継ポンプ】 備　　　考



■⼈孔（12/12）

13 製造元 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）●●●●

14 TEL（製造元） ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）0123-456-789

15 緊急連絡先（昼間） ⼊⼒対象外
・⼊⼒

16 TEL（昼間） ⼊⼒対象外
・⼊⼒

17 緊急連絡先（夜間） ⼊⼒対象外
・⼊⼒

18 TEL（夜間） ⼊⼒対象外
・⼊⼒

19 お客様番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

1 事業区分①
リスト︓【管渠】参照

2 ⼯事年度①
リスト︓【管渠】参照

3 ⼯事番号① 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 整理番号① 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 施⼯業者① 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）●●建設

6 設置⽇①
・カレンダー⼊⼒

7 ポンプ型式① ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）KS-VL 63AK

8 製造番号① ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）0123456

1 事業区分②
リスト︓【管渠】参照

2 ⼯事年度②
リスト︓【管渠】参照

3 ⼯事番号② 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 整理番号② 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 施⼯業者② 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）●●建設

6 設置⽇②
・カレンダー⼊⼒

7 ポンプ型式② ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）KS-VL 63AK

8 製造番号② ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）0123456

■ポンプ_ポンプ②【中継ポンプ】 備　　　考

■ポンプ_ポンプ①【中継ポンプ】 備　　　考

■ポンプ_共通【中継ポンプ】 備　　　考



通し番号 ■ます（1/7）
「×」は⼊⼒シートに項⽬なし

↓

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 施設番号 ⾃動⼊⼒
・⾃動 図郭単位に⾃動で取得します。

3 3 市町村名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

4 4 設置場所 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 複数の地番にまたがるものについては、多い町名を採⽤します。

5 5 下⽔道区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

6 6 排除区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

7 7 使⽤状態 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

8 8 流域区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

9 9 処理区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

10 10 処理分区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

11 11 幹枝区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

12 12 幹線名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

13 13 管渠端末 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

14 14 路線番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

15 1 施設管理者 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

16 2 事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

17 3 ⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

18 4 ⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

19 5 整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

20 6 施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 7 着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

21 8 着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

22 9 竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

× 10 引継年度 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

23 11 引継⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

× 12 供⽤年度 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

24 13 供⽤開始⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

■⼯事関連【ます】

■処理区関連【ます】 備　　　考

備　　　考

凡例

入力対象項目

該当する場合、入力対象項目

入力対象外



■ます（2/7）

25 1 ます分類 下⽔道.xml リストより選択
宅地桝 宅 基本的には宅地桝
公道桝 公道
その他 他
不明 不

26 2 ます型式 下⽔道.xml リストより選択
汚⽔桝 汚 基本的には汚⽔桝
⾬⽔桝 ⾬
その他 他

3 不明 不
27 ます材質 下⽔道.xml リストより選択
28 塩ビ 塩 内径100 → 塩ビ
29 ポリプロピレン ポ 内径150 → 塩ビ

コンクリート コ 内径200 → 塩ビ
組⽴⼈孔 組 内径250 → 塩ビ
その他 他 内径300 → 塩ビ
不明 不 内径350 → コンクリート

内径400 → コンクリート
内径700 → コンクリート
内径750 → 組⽴⼈孔

30 4 ます呼径 下⽔道.xml リストより選択
100 list 基本的には200塩ビ，⼀部150，100塩ビ
150
200
250
280
300
340
350
360
400
450
500
550
600
700
750
900
1200
1500
200×200
250×250
300×300
350×350
400×400
450×450
500×500
550×550
600×600
900×900
矩形その他
管⽌め

31 5 内径短辺 ⾃動⼊⼒
・⼊⼒
・円形
　内径×　　　　
・⾓形
　短辺×⻑辺　　　　

■構造関連【ます】 備　　　考



■ます（3/7）

33 6 外径短辺 ⾃動⼊⼒
・⼊⼒ 塩ビ100 → 114
・円形 塩ビ150 → 165
　外径×　　　　 塩ビ200 → 216
・⾓形 塩ビ350 → 370
　短辺×⻑辺　　　　 コン400 →

コン700 →
組⽴⼈孔750 → 900

36 7 ます深さ 竣⼯図に記載無し → ブランク
・⼊⼒ m

37 8 蓋種別 下⽔道.xml リストより選択
鋳鉄製鉄蓋 鋳
FRP製蓋 F
コンクリート製蓋 コ
ポリプロピレン製蓋 ポ
ミカゲ製蓋 ミ
塩ビ製蓋 塩
L型蓋 L
その他 他
不明 不

38 9 蓋荷重 リストより選択
リスト︓【⼈孔】参照

39 10 蓋製造会社 下⽔道.xml リストより選択
ｱﾛﾝ化成 アロ
⽇之出 ⽇
前澤化成⼯業 マエ
その他 他
不明 不

40 11 蓋設置⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

41 12 浸透有無 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 全て → 無し

42 13 他企業管 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 全て → 無し

43 14 座標（X/Y） ⼊⼒対象外
44 ・⼊⼒

　例）X=-28.719898

45 1 建物⽤途 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
⼀般家庭 家
特定事業場 事
その他 他
不明 不

46 2 排⽔設備番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
12345

47 3 申請者名 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
○○太郎

48 4 設置住所 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）○○7丁⽬

■申請者情報【ます】 備　　　考

■構造関連【ます】 備　　　考



■ます（4/7）

49 1 占⽤地管理者 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

50 2 占⽤名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

51 3 歩⾞道区分 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

52 4 占⽤許可番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）02-001

53 5 占⽤許可⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

54 6 占⽤期限⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

55 1 蓋調査予定 ⼊⼒対象外
令和１９年度
　　　・・・
平成２３年度
不明

56 2 蓋調査年度 ⼊⼒対象外
令和５年度
　　　・・・
昭和３５年度
不明

57 3 蓋調査番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

58 4 蓋調査整理番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

59 5 蓋調査⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

60 6 躯体調査予定 ⼊⼒対象外
令和１９年度
　　　・・・
平成２３年度
不明

61 7 躯体調査年度 ⼊⼒対象外
令和５年度
　　　・・・
昭和３５年度
不明

62 8 躯体調査番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

63 9 躯体調査整理番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

64 10 躯体調査⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

65 11 ⾜掛調査予定 ⼊⼒対象外
令和１９年度
　　　・・・
平成２３年度
不明

■占⽤関連【ます】 備　　　考

■調査関連【ます】 備　　　考



■ます（5/7）

66 12 ⾜掛調査年度 ⼊⼒対象外
令和５年度
　　　・・・
昭和３５年度
不明

67 13 ⾜掛調査番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

68 14 ⾜掛調査整理番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

69 15 ⾜掛調査⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

70 1 蓋修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

71 2 蓋⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「ー」

72 3 蓋整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

73 4 蓋修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー⼊⼒

74 5 蓋施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

75 6 蓋修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
取替 取

マンホールと同じ→ ⾼さ調整 ⾼
その他 他
不明 不

× 7 蓋タイプ 下⽔道.xml ⼊⼒対象外
1
2

× 8 蓋調査 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 9 蓋取替 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

76 10 蓋診断 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 11 蓋申請 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 12 蓋優先度 ⼊⼒対象外
1
2

× 13 蓋区分⑥ ⼊⼒対象外
1
2

■維持関連（蓋）【ます】 備　　　考

■調査関連【ます】 備　　　考



■ます（6/7）

77 1 躯体修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

78 2 躯体⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

79 3 躯体整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

80 4 躯体修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

81 5 躯体施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）●●建設 資料無し → 「－」

82 6 躯体修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
マンホールと同じ→ 部分補修

⼈孔⽌⽔
⾃⽴マンホール更⽣⼯法
複合マンホール更⽣⼯法
塗布型ライニング⼯法
シートライニング⼯法
耐硫酸モルタル防⾷⼯法
⼈孔更⽣（⼯法不明） ⼈
その他 他
不明 不

× 7 躯体調査 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 8 躯体修繕 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

83 9 躯体診断 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 10 躯体申請 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 11 躯体優先度 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 12 躯体区分⑥ ⼊⼒対象外
1
2

84 1 ⾜掛修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → 不明
　　　・・・
昭和３５年度
不明

85 2 ⾜掛⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 竣⼯図があり⼯事が特定可 → ⼊⼒する

特定できないもの → 「ー」
86 3 ⾜掛整理番号 直接⼊⼒

・⼊⼒
87 4 ⾜掛修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）

・カレンダー
88 5 ⾜掛施⼯業者 直接⼊⼒

・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
資料無し → 「－」

■維持関連（躯体）【ます】 備　　　考

■維持関連（⾜掛）【ます】 備　　　考



■ます（7/7）

89 6 ⾜掛修繕⼯法 下⽔道.xml リストより選択
マンホールと同じ→ 取替 取

その他 他
不明 不

× 7 ⾜掛調査 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 2 8 ⾜掛修繕 ⼊⼒対象外
リスト︓【⼈孔】参照

90 1 9 ⾜掛診断 ⼊⼒対象外
2 リスト︓【⼈孔】参照

× 10 ⾜掛申請 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 2 11 ⾜掛優先度 ⼊⼒対象外
1 リスト︓【⼈孔】参照

× 12 ⾜掛区分⑥ ⼊⼒対象外
1
2

× 1 撤去事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

× 2 撤去年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

× 3 撤去⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

× 4 撤去整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 5 撤去業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）○△□建設 資料無し → 「－」

× 6 撤去⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー ⼯事竣⼯⽇

資料無し → 対象年度の3/31

× 1 集計フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 2 更新フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 3 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー⼊⼒

91 4 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

92 5 参考図書 ⼊⼒対象外
・選択

× 6 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 7 作業番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 整理番号より⼊⼒
　例）1998-0001-01

■その他【ます】 備　　　考

■維持関連（⾜掛）【ます】 備　　　考

■撤去【ます】 備　　　考



■取付管（1/5）

通し番号
「×」は⼊⼒シートに項⽬なし

↓ 1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 施設番号 ⾃動⼊⼒
・⾃動 図郭単位に⾃動で取得します。

3 3 市町村名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

4 4 設置場所 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 複数の地番にまたがるものについては、多い町名を採⽤します。

5 5 下⽔道区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

6 6 排除区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

7 7 使⽤状態 ⼊⼒対象外
リスト︓【管渠】参照

8 8 流域区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

9 9 処理区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

10 10 処理分区 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

11 11 幹枝区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

12 12 幹線名 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

13 13 管渠端末 リストより選択
リスト︓【管渠】参照 接続先管渠と同じ

14 14 路線番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）7030

15 1 施設管理者 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

16 2 事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

17 3 ⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

18 4 ⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

19 5 整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

20 6 施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

21 7 着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

22 8 着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

23 9 竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

24 10 引継年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照 ⾯整備⼯事のみ⼊⼒

25 11 引継⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー ⾯整備⼯事のみ⼊⼒

26 12 供⽤年度 直接⼊⼒（全⾓）
管渠と同じ ⾯整備⼯事のみ⼊⼒

27 13 供⽤開始⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー ⾯整備⼯事のみ⼊⼒

■⼯事関連【取付管】

■処理区関連【取付管】 備　　　考

備　　　考

凡例

入力対象項目

該当する場合、入力対象項目

入力対象外



■取付管（2/5）

28 14 ⼯法 下⽔道.xml リストより選択
1 開削⼯法 開 基本は開削⼯法
2 ⼩⼝径推進⼯法 ⼩ 取付管調書に記載有り → ⼊⼒（推進）
3 EPR-LS⼯法 EPR-LS
4 EX⼯法 EX
5 FFT-S⼯法 FFT-S
6 SDﾗｲﾅｰ⼯法 SDラ
7 SGICP⼯法 SGICP

11 ｵﾒｶﾞﾗｲﾅｰ⼯法 オメガ
12 ｵｰﾙﾗｲﾅｰZ⼯法 オラZ
13 ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰ⼯法 サイド
15 ﾊﾟﾙﾃﾑSZ⼯法 パSZ
16 ｽﾙｰﾘﾝｸﾞ⼯法 スルリ
17 FRP光硬化取付管ﾗｲﾆﾝｸﾞ⼯法 Fラ
18 ｱﾙﾌｧﾗｲﾅｰH⼯法 アルH
19 製管⼯法(⼯法不明) 製管
20 反転⼯法(⼯法不明) 反転
21 形成⼯法(⼯法不明) 形成
22 更⽣⼯法(⼯法不明) 更⽣
23 その他 他
24 不明 不

29 1 管断⾯ 下⽔道.xml リストより選択
円形管 円 基本的には全て円形管
矩形管 矩
その他 他
不明 不

32 2 管材質 下⽔道.xml リストより選択
1 硬質塩化ビニル管VU VU
2 硬質塩化ビニル管VP VP
3 鉄筋コンクリート管 HP
4 ⼩⼝径推進⽤鉄筋コンクリート管 HA6
5 鋼管 SP
6 陶管 TP
7 硬質瀝⻘管 ZP
8 更⽣_鉄筋コンクリート管 更HP
9 更⽣_硬質塩化ビニル管VU 更VU

10 更⽣_硬質塩化ビニル管VP 更VP
11 更⽣_⼩⼝径推進⽤鉄筋コンクリート管 更HA6
12 更⽣_陶管 更TP
13 その他 他
14 不明 不

33 3 呼び径 下⽔道.xml リストより選択
50 list 基本的には150
100
100・150
150
200
250
300
350
400
450
500

34 4 管径（内径） ⾃動計算
・⼊⼒ 基本的には150
・円形
　内径×　　　　
・矩形
　幅×⾼さ　　　　

■構造関連【取付管】 備　　　考

■⼯事関連【取付管】 備　　　考



■取付管（3/5）

36 5 管径（外径） ⾃動計算
・⼊⼒ 鉄筋コンクリート管150 → 202
・円形 VU・VP150 → 165
　外径×　　　　
・矩形
　幅×⾼さ　　　　

39 6 取付管延⻑ 直接⼊⼒
・⼊⼒ m 竣⼯図に記載無し → ブランク

40 7 下流⼈孔距離 直接⼊⼒
・⼊⼒ m 下流からの距離
　例）14.5m 竣⼯図に記載無し → ブランク

41 8 保護種別 下⽔道.xml リストより選択
リスト︓【管渠】参照 記述無し → 保護無し

鞘管 → 鞘管内設置
42 9 副管種別 ⼊⼒対象外

リスト︓【管渠】参照
43 10 副管管径 ⼊⼒対象外

・⼊⼒ ｍｍ
44 11 副管⾼さ ⼊⼒対象外

・⼊⼒ ｍ
45 12 浸透有無 リストより選択

リスト︓【管渠】参照 全て → 無し
46 13 他企業管 リストより選択

リスト︓【管渠】参照 全て → 無し

47 1 占⽤地管理者 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

48 2 占⽤名称 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

49 3 歩⾞道区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

50 4 占⽤許可番号 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）02-001

51 5 占⽤許可⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー⼊⼒

52 6 占⽤期限⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー⼊⼒

53 1 調査年度 ⼊⼒対象外
令和５年度
　　　・・・
昭和３５年度
不明

54 2 調査⼯事番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

55 3 調査整理番号 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

56 4 調査予定⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

57 5 調査実施⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

■調査関連【取付管】 備　　　考

■構造関連【取付管】 備　　　考

■占⽤関連【取付管】 備　　　考



■取付管（4/5）

58 6 取付管診断 ⼊⼒対象外
Ⅰ:速やかに措置が必要 Ⅰ
Ⅱ:簡易対応により５年未満まで延⻑可 Ⅱ
Ⅲ:簡易対応により５年以上に延⻑可 Ⅲ
Ⅳ:異常無し Ⅳ

59 1 修繕年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度 資料無し → ブランク
　　　・・・
昭和３５年度
不明

60 2 修繕⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 特定できないもの → 「－」

61 3 修繕整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

62 4 修繕⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー⼊⼒

63 5 修繕施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）○△□建設 資料無し → 「－」

64 6 取付管修繕⼯法 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

× 1 既設事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

× 2 既設⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

× 3 既設⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 4 既設整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 5 既設施⼯業者 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 6 既設着⼯年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

× 7 既設着⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の4/1

× 8 既設竣⼯⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー 資料無し → 対象年度の3/31

× 9 既設⼯法 リストより選択
1 開削⼯法 開
2 ⼩⼝径推進⼯法 ⼩

20 その他 他
21 不明 不

× 1 撤去事業区分 リストより選択
リスト︓【管渠】参照

× 2 撤去年度 直接⼊⼒（全⾓）
リスト︓【管渠】参照

× 3 撤去⼯事番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 竣⼯図があり⼯事が特定可 → ⼊⼒する

特定できないもの → 「－」

■調査関連【取付管】 備　　　考

■修繕関連【取付管】 備　　　考

■撤去【取付管】 備　　　考

■既設関連【取付管】 備　　　考



■取付管（5/5）

× 4 撤去整理番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 5 撤去業者 直接⼊⼒
・⼊⼒ 株式会社は記号の㈱
　例）○△□建設 資料無し → 「－」

× 6 撤去⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー ⼯事竣⼯⽇

資料無し → 対象年度の3/31

× 1 上流施設ID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

× 2 下流施設ID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

× 1 腹付フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 2 図郭フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 3 集計フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 4 更新フラグ ⾃動⼊⼒
リスト︓【管渠】参照

× 5 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー⼊⼒

65 6 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

66 7 参考図書 直接⼊⼒
・選択

× 8 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒

× 9 作業番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ 整理番号より⼊⼒

■その他【取付管】 備　　　考

■ネットワーク情報【取付管】 備　　　考

■撤去【取付管】 備　　　考



■私道（1/1）

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動

2 ファイル番号 下⽔道.xml 直接⼊⼒
・⼊⼒ S:昭和　H:平成　R:令和
　例）S58-01,H03-06,R02-02

3 ⼯事年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
・・・
昭和５８年度
不明

4 場所 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 ⼯事名 直接⼊⼒
・⼊⼒

6 件数 直接⼊⼒
・⼊⼒

7 承諾書有無 私道.xml リストより選択
有 有
無 無

1 集計フラグ ⾃動⼊⼒
管渠と同じ

2 更新フラグ ⾃動⼊⼒
管渠と同じ

3 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー⼊⼒

4 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

5 参考図書 直接⼊⼒
・選択

6 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒

7 作業番号 直接⼊⼒
・⼊⼒

■その他【私道】 備　　　考

■基本【私道】 備　　　考



■通報（1/2）

1 GUID ⾃動⼊⼒
・⾃動 システム上の管理番号です。⾃動取得します。

2 通報番号 直接⼊⼒
・⼊⼒ S:昭和　H:平成　R:令和
　例）R03-001

3 通報年度 直接⼊⼒（全⾓）
令和５年度
・・・
昭和３５年度
不明

4 受付⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

5 受付時間 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

6 昼夜区分 通報.xml リストより選択
1 昼間
2 夜間 22:00〜5:00

7 受付者名 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

8 通報者名 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）●●●●

9 通報者TEL ⼊⼒対象外
・⼊⼒

10 通報場所 直接⼊⼒
・⼊⼒ 数値→半⾓
　例）●●ビル前

11 件名 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

12 通報区分 通報.xml リストより選択
1 管渠 管渠
2 マンホール マン
3 道路陥没 道路
4 公ます、取付管 公取
5 公ます ます
6 排⽔設備 排設
7 ⼯事照会等 ⼯照
8 他⼯事 他⼯
9 公ます位置決定 公位

10 側溝陥没（ベース） 側溝
11 その他 他

13 通報内容 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

■受付【通報】 備　　　考



■通報（2/2）

1 担当者名 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）●●●●

2 処理区分 通報.xml リストより選択
1 直営により処置 直営
2 業者委託により処置 業者
3 担当課へ連絡 担当
4 他局へ連絡 他局
5 他企業へ連絡 他企
6 警察署へ連絡 警察
7 消防署へ連絡 消防
8 その他 他

3 処理内容 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

4 発注者 ⼊⼒対象外
・⼊⼒

5 発注先 ⼊⼒対象外
・⼊⼒
　例）●●●●

6 発注⽇ ⼊⼒対象外
・カレンダー⼊⼒

7 完了⽇ 直接⼊⼒（⻄暦）
・カレンダー

1 更新フラグ 下⽔道.xml ⾃動⼊⼒
未更新 0
新規 1
更新（図形） 2
更新（属性） 3
更新（全体） 4

2 更新年⽉⽇ ⾃動⼊⼒
・カレンダー⼊⼒

3 備考 直接⼊⼒
・⼊⼒

4 参考図書 直接⼊⼒
・選択

5 作業番号 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）2005-001-01

6 任意フラグ 直接⼊⼒
・⼊⼒
　例）2005-001-01

■処理【通報】 備　　　考

■その他【通報】 備　　　考


